
見えてる世界、
の違いを知る。 
他者から学び、
自分を見つける。

2023年 8/11（金）～ 12/1（金）

チガイ・ラボ
全9回午後7時~9時

お問合せ：杉並区立社会教育センター 電話：03-3317-6621（平日午前8時30分～午後5時）

主催：杉並区立社会教育センター 企画：Learning Design Lab.

すぎなみ大人塾総合コース シリーズ2023 杉並区

共催：東京大学先端科学技術研究センター 当事者研究分野（熊谷研究室） 
熊谷研究室では、内閣府ムーンショット型研究開発事業ムーンショット目標９「2050年までに、こころの安らぎや活力を増大することで、
精神的に豊かで躍動的な社会を実現」内で、多様なこころを脳と身体性機能に基づいてつなぐ「自在ホンヤク機」の開発をしています。



伊藤 剛  

2001年、コミュニケーションデザイン会社『asobot』を創業。ジャーナル誌
『GENERATION TIMES』を始め、多くのメディア企画を手がけるほか、まちと
学びを編集するNPO法人『シブヤ大学』を設立（グッドデザイン賞2007）。以
後、学校や自治体の教育プログラムの開発に携わり、2021年『Learning 
Design Lab.』を発足する。主な著書は『なぜ戦争は伝わりやすく 平和は伝わ
りにくいのか ～ピース・コミュニケーションという試み～』（光文社）、『被災地デ
イズ』（弘文堂）など。

熊谷 晋一郎

1977年山口県生まれ。新生児仮死の後遺症で、脳性まひに。以後車いすでの 
生活となる。東京大学医学部卒業後、病院勤務などを経て2015年から現職。
専門は小児科学、当事者研究。博士（学術）。著書『リハビリの夜』（医学書院、
2009年）で第9回新潮ドキュメント賞を受賞。近刊は『当事者研究をはじめよ
う』（同、2019年）、『小児科の先生が車椅子だったら』（ジャパンマシニスト社、
2019年）、『当事者研究』（岩波書店、2020年）など。

学習支援者 メイン
講師

1 伊藤 剛（学習支援者）

3 丹野 智文（おれんじドア実行委員会代表）

4 上岡 陽江（ダルク女性ハウス 代表）

5 綾屋 紗月
（東京大学先端科学技術研究センター特任准教授）

6 森村 美和子
（公立小学校指導教諭・学校心理士）

7 向谷地 生良（北海道医療大学・浦河べてるの家）
山根 耕平（浦河べてるの家 ソーシャルワーカー）

8 廣川 麻子（熊谷研究室ユーザーリサーチャー）
牧野 麻奈絵（熊谷研究室ユーザーリサーチャー）

2024年2月10日（土） 13時～17時 合同成果発表会

9 伊藤 剛、熊谷 晋一郎

8月11日（金）

9月1日（金）

9月15日（金）

10月6日（金）

10月20日（金）

11月3日（金）

11月17日（金）

12月1日（金）

8月18日（金）2

オリエンテーション

「認知症とともに生きる -認知症の当事者研究より-」

「ひとりぼっちの感覚と付き合うには？ -依存症の当事者研究より-」

「そのコミュニケーションはなぜすれ違った？ -発達障害の当事者研究より-」

「おとなの知らないこどもたちの世界 -こどもの当事者研究より-」

「思い込みからの解放 -統合失調症の当事者研究より-」

「私たちに合った言語と文化 -聴覚障害の当事者研究より-」

クロージングセッション

「当事者研究ってなんだろう？ -総論編-」 熊谷 晋一郎（医師・研究者）

編集者・クリエイティブディレクター 医師・研究者

申込方法 説 明 会

オンラインにて講座概要の説明会（事前説明会）を7月14日（金）

19時より開催します。ご参加希望の方は、2日前ま

でに右記ロゴフォーム（QR）にてお送りください。

（Eメールでもお申し込み可）

杉並区在住の方・30名（お申し込み者多数の場合は抽選）対象・定員　 費　　　用

会　　　場

無料

セシオン杉並 （杉並区梅里1-22-32）

主　　　催 杉並区立社会教育センター

お問合せ 電話：03-3317-6621（平日午前8時30分～午後5時）

講座参加を希望される方は、下記のロゴフォーム（QR）またはE

メールにて、件名「チガイ・ラボ参加希望」と記入し、

住所、氏名（ふりがな）、年代、電話番号を明記の上、

7月17日（月）までにお送りください。
Eメール：shakyo-c@city.suginami. lg. jp

すぎなみ大人塾のシリーズ講座『ジブン·ラボ』は、「ダイバーシティ」「インクルージョン」の言葉を学校や職場などでよく
耳にするようになってきた中、市民が多様性についてのリテラシーを向上させていくための学びの企画です。東京大学先
端科学技術研究センターと協働して、自分の助け方や理解を見出していく「当事者研究」の知見をベースに行っています。

2023年度のテーマは『チガイ·ラボ』。発達障害や統合失調症、依存症や認知症など、さまざまな社会的マイノリティの現
場で行われている当事者研究の実践者を講師にお招きして、それぞれの当事者から見えている世界を学び、自分自身との
「違い」や「同じ」を探っていきます。

※本講座は、東京大学先端科学技術研究センターの当事者研究分野（熊谷研究室）、内閣府ムーンショット型研究開発事業（JPMJMS2292）と協働して行います。

チガイ・ラボ


